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1. はじめに 

会計基準設定主体国際フォーラム（ International Forum of Accounting Standard 
Setters：IFASS）は、世界各国の基準設定主体に加え、財務報告に関する諸問題に密接に関与
するその他の組織で構成される独立した団体である。IFASS 会議は、毎年、春と秋の 2 回開催されて
いる。今回の会議は、オーストラリアのメルボルンの会場における対面とオンラインのハイブリッド形式で開催
された。会議には、各法域の基準設定主体からの代表者に加えて、エフラグ（EFRAG）や地域グルー
プの代表者などが参加した。企業会計基準委員会（ASBJ）及びサステナビリティ基準委員会（SSBJ）
からは、川西 ASBJ 委員長兼 SSBJ 委員長、矢野 ASBJ 常勤委員、山口 SSBJ 常勤委員、筆者ほ
かが対面で出席し、一部研究員がオンラインで出席した。 

本稿では、本会議の主要なセッションの概要について紹介する。なお、本稿における筆者の意見にわた
る部分は、筆者の私見であり所属する団体・組織の公式見解ではないことをあらかじめ申し添える。 
   

2. 全体のスケジュール 

今回の会議の議題は、次のとおりであった。なお、表中の「FR」は財務報告に関する議題であることを
表し、「SR」はサステナビリティ報告に関する議題であることを表している。 

＃ 議 題 担 当 
2026 年 4 月 28 日 
1 歓迎の挨拶 Keith Kendall 氏（IFASS 共同議長） 

2 企業報告の将来 

モデレーター： Paul Munter 氏（GHG プロトコル独立基準委
員会ボードメンバー） 
パネリスト： 
・ Andreas Barckow 氏（国際会計基準審議会（IASB）

議長） 

◇会議報告◇ 

2026年上期 IFASS会議報告 
 

SSBJ ディレクター 平井 健之 
ASBJ 専門研究員 保坂 昌宏 
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＃ 議 題 担 当 
・ Mark Babington 氏（英国財務報告評議会（FRC）規

制基準エグゼクティブ・ディレクター） 
・ Sue Cosper 氏（米国財務会計基準審議会（FASB）ボ

ードメンバー） 
・ Sue Lloyd 氏（国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）

副議長） 

3 

気候関連開示の適用 
（SR） 

モデレーター：Charis Halliday⽒（オーストラリア会計基準審議
会（AASB）ディレクター） 
パネリスト： 
・ Amelia Sharman 氏（ニュージーランド報告審議会

（XRB）サステナビリティ報告ディレクター） 
・ David Bolderston 氏（ISSB テクニカル・ディレクター） 
・ Rachel Poo 氏（QBE グループサステナビリティ報告部門

長） 
・ Sarah-Jayne Dominic 氏（FRC 方針、プログラム及び戦

略部門長）  

リスク軽減会計及びヘッジ
会計:アップデート及び次
のステップ 
(FR) 
 

モデレーター：Katharine Christopoulos⽒（カナダ会計基準
審議会（AcSB）会計基準ディレクター） 
パネリスト： 
・ Jiri Kapinus 氏（ナショナル・オーストラリア銀行トレジャリーコ

ントロール部門アソシエイト・ディレクター） 
・ Riana Wiesner 氏（IASB テクニカル・ディレクター） 
・ Sébastien Harushimana 氏（EFRAG 財務報告テクニカ

ル・エキスパート・グループ議長） 
・ Seema Jamil-O’Neill 氏（英国エンドースメント審議会

（UKEB）テクニカル・ディレクター） 

4 
IASB 及び ISSB アップデ
ート 

モデレーター：Keith Kendall 氏（AASB 議長） 
パネリスト： 
・ Linda Mezon-Hutter 氏（IASB 副議長） 
・ Zach Gast 氏（IASB ボードメンバー） 
・ Sue Lloyd 氏（ISSB 副議長） 
・ David Bolderston 氏（ISSB テクニカル・ディレクター） 

5 
主要な新基準の支援： 
IASB 及び ISSB のメカニ
ズム 

モデレーター：Armand Capisciolto 氏（AcSB 議長） 
パネリスト： 
・ David Bolderston 氏（ISSB テクニカル・ディレクター） 
・ Gowri Palaniappan 氏（シンガポール会計企業規制庁

（ACRA）副テクニカル・ディレクター） 
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＃ 議 題 担 当 
・ Md Tareq Kamal⽒（バングラデシュ財務報告評議会監査

プラクティス・レビュー部門エグゼクティブ・ディレクター）1 
・ Riana Wiesner 氏（IASB テクニカル・ディレクター） 

6 

企業結合 
（FR） 

モデレーター：Katharine Christopoulos ⽒（AcSB ディレクタ
ー） 
パネリスト： 
・ Il-Hong Park 氏（韓国会計基準委員会（KASB）シニア・

ディレクター） 
・ James Moulton 氏（UniSuper プライベートマーケット担当シ

ニア・インベストメント・アナリスト兼国際評価基準審議会ボードメ
ンバー） 

・ Sanjay Khushu 氏（Telstra 財務管理部門エグゼクティブ・
ディレクター） 

詳説:スコープ 3GHG
排出量への対応 
（SR） 

モデレーター：Charis Halliday⽒（AASB ディレクター） 
発表者： 
・ Amelia Sharman 氏（XRB サステナビリティ報告ディレクタ

ー） 
・ David Bolderston 氏（ISSB テクニカル・ディレクター） 
・ Glenn Brady 氏（EY オーストラリア IFRS プロフェッショナル・プ

ラクティス アソシエイト・パートナー サステナビリティ開示ハブ共同リ
ーダー） 

2026 年 4 月 29 日 

7 

GRI に関する洞察 
（SR） 

Jane Diplock 氏（グローバル・レポーティング・イニシアティブ
（GRI）監督委員会委員長） 
待場智雄氏（グローバル・サステナビリティ基準審議会
（GSSB）理事） 

国際非営利会計基準 
（FR） 

Kris Peach 氏（国際非営利報告財団評議員会議長） 

KASB による法域のアッ
プデート 
（SR） 

Nayoung Yoon 氏（韓国サステナビリティ基準委員会シニア・
テクニカル・マネジャー） 

8 
ESRS 及び ISSB 基準
の相互運用可能性に関
するアップデート 

Sue Lloyd 氏（ISSB 副議長） 

 
1 当日は欠席したため、代わりに Katharine Christopoulos ⽒（AcSB ディレクター）がパネリストとし
て参加した。 
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＃ 議 題 担 当 
（SR） Chiara Del Prete 氏（EFRAG サステナビリティ報告テクニカ

ル・エキスパート・グループ議長）2 
企業のサステナビリティ報
告における社会的インパ
クト指標に関するガイド
ライン 
（SR） 

Tan Wei Lin 氏（シンガポール全国社会サービス評議会 社会
貢献戦略及びイノベーション担当ディレクター） 

共通支配下の企業結
合に関する OIC のアップ
デート 
（FR） 

Tommaso Fabi 氏（イタリア会計基準設定主体（OIC）テク
ニカル・ディレクター） 

9 

GHG プロトコルのアップ
デート 
（SR） 

Paul Munter 氏（GHG プロトコル独立基準委員会ボードメン
バー） 

FRC による法域のアップ
デート 

FRC チーム（Jenny Carter 氏、Sarah-Jayne Dominic
氏、Stephen Maloney 氏） 

会計研究発展基金会 
（SR） 

Doris Yi-Hsin Wang 氏（台湾会計研究発展基金会董事
長） 

10 2 日目の導入 Armand Capisciolto 氏（IFASS 共同議長） 

11 
コネクティビティに関するリ
サーチ結果 

モデレーター：Keith Kendall 氏（AASB 議長） 
発表者： 
・ George Lanfermann 氏（ドイツ会計基準委員会

（DRSC）会長） 
・ Sébastien Harushimana 氏（EFRAG 議長） 

12 
リソースの制約への対
応：各国基準設定主
体と将来への計画 

モデレーター：Armand Capisciolto 氏（AcSB 議長） 
小グループディスカッションのリーダー： 
・ Bee Leng Tan 氏（マレーシア会計基準審議会（MASB）

エグゼクティブ・ディレクター） 
・ Kristian Kokvedgaard 氏（デンマーク・サステナビリティ基準

委員会（DSSC）サステナビリティ報告リード） 
・ Sanjeev Kumar Singhal 氏（インド会計基準委員会

（ASB）委員長兼インド公認会計士協会（ICAI）中央評
議会メンバー） 

・ Stephen Maloney 氏（FRC シニア・プロジェクト・ディレクタ
ー） 

 
2 オンラインでの参加であった。 
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＃ 議 題 担 当 
・ 待場智雄氏（GSSB 理事） 

13 
会計基準適用の影響
評価及び資本コスト低
減 

モデレーター：Katharine Christopoulos ⽒（AcSB 会計基
準ディレクター） 
発表者： 
・ 川⻄安喜（ASBJ 委員長兼 SSBJ 委員長） 
・ Seema Jamil-O’Neill 氏（UKEB テクニカル・ディレクター） 
・ Sue Cosper 氏（FASB ボードメンバー） 

14 
報告による便益はコスト
に見合うか（スケーラビリ
ティ） 

モデレーター：Katharine Christopoulos ⽒（AcSB 会計基
準ディレクター） 
小グループディスカッションのリーダー： 
・ Bee Leng Tan 氏（MASB エグゼクティブ・ディレクター） 
・ Jane Diplock 氏（GRI 監督委員会委員長） 
・ Jenny Carter 氏（FRC 会計及び報告方針担当ディレクタ

ー） 
・ Kristian Kokvedgaard 氏（DSSC サステナビリティ報告リー

ド） 
・ Michelle Lombaard 氏（XRB 会計基準ディレクター） 
・ Sanjeev Kumar Singhal 氏（ASB 委員長兼 ICAI 中央

評議会メンバー） 
・ Yat Hwa Guan 氏（ACRA 副テクニカル・ディレクター） 

15 2 日目総括 Keith Kendall 氏（IFASS 共同議長） 

2026 年 4 月 30 日 

16 

国際公会計基準審議
会によるアップデート 

Ross Smith 氏（国際公会計基準審議会プログラム及びテクニ
カル・ディレクター）3 

ネパールにおける IFRS
導入への対応：進捗、
ロードマップ及び課題 
（FR） 

Sunir Kumar Dhungel 氏（ネパール会計基準委員会委員
長） 

キャッシュ・フロー計算書
及び関連事項に関する
UKEB のリサーチ 
（FR） 

Paul Lee 氏（UKEB 執行議長） 

 
3 オンラインでの参加であった。 
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＃ 議 題 担 当 

17 
無形資産評価ガイドライ
ンに関する法域のアップ
デート 

Ai Leng Chua 氏（EY パルテノン 企業価値評価・モデリング・経
済分析部門パートナー）4 

18 3 日目の導入 Keith Kendall 氏（IFASS 共同議長） 

19 
IFASS の今後の進め方 
（非公開セッション） 

モデレーター：  
・ Keith Kendall 氏（IFASS 共同議長） 
・ Armand Capisciolto 氏（IFASS 共同議長） 

20 閉会挨拶 Armand Capisciolto 氏（IFASS 共同議長） 

3. 主な議事概要 

(1) IASB 及び ISSB アップデート 

 

本セッションでは、まず IASB の Linda Mezon-Hutter 氏及び Zach Gast 氏より、IASB の活
動の状況について説明がなされた。主な発言内容は以下のとおりである。 
 進行中のプロジェクトが 13 まで減少しているが、当初予定していた第 4 次アジェンダ協議を

見据えてプロジェクトの数を減少させるように取り組んだ結果である。次回のアジェンダ協議ま
でに利用可能なリソースがある場合には、排出物価格設定メカニズム（PPM）、事業セグメ
ント、超インフレ又は暗号資産のプロジェクトに取り組む可能性がある。 

 IFRS 第 16 号「リース」の適用後レビューにおいては、基準適用から時間が経っても会計基

 
4 オンラインでの参加であった。 
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準の適用のコストが継続的に大きいことが指摘されている。特に大量のリースを有している場
合において適用のコストが大きくなると考えている。 

 リスク軽減会計の公開草案についてはコメント期限を延長する可能性がある。また、IAS 第
39 号の廃止を提案しているため、IAS 第 39 号を適用している企業からのフィードバックを得
ることが重要と考えている。 

 持分法については、過去数か月にわたって利害関係者の見解を確認した。6 月にはプロジェ
クトの方向性を決定する予定である。 

 キャッシュ・フロー計算書については、まずキャッシュ・フロー計算書の全般的な改善について議
論し、その後にそれらを金融機関のキャッシュ・フロー計算書にどのように適用するか議論する
予定である。そのため、金融機関も今後の議論を注視する必要がある。 

 
次に、ISSB の Sue Lloyd 氏及び David Bolderston 氏より、ISSB の活動状況について説

明がなされた。主な発言内容は以下のとおりである。 
 IFRS S1 号及び IFRS S2 号の導入支援を中心に活動しており、その一環として「SASB ス

タンダード」の向上プロジェクトを進めている。その他、法域ガイド等のガイダンスの公表、採用
法域ワーキング・グループ等との対話といった活動を行っている。現在、40 の法域が ISSB 基
準を基礎としたサステナビリティ開示基準の導入を決定しており、これらの導入状況はプロファ
イル又はスナップショットとして、IFRS 財団のサイトから閲覧できる。 

 GHG プロトコルの改訂が議論される中、ISSB と GHG プロトコルの連携、及び GHG プロト
コルと密接な関係にある IFRS S2 号の改訂の要否は重要なテーマである。 

 基準設定プロジェクトである自然関連開示について、2026 年 4 月の ISSB ボード会議にお
いて、基準設定の形式を IFRS 実務記述書（IFRS Practice Statement）の形式で提
案することを暫定決定した。 

 リサーチ・プロジェクトである人的資本について、プロジェクトの方向性を検討中であり、間もな
く決定する予定である。 

 
最後に質疑が行われ、IFRS 実務記述書の位置づけ等に関する質問に対して、Sue Lloyd 氏

より、企業は IFRS 実務記述書を適用しない場合においても ISSB 基準への準拠表明ができること
や、IFRS 実務記述書を強制適用と位置づけるかどうかは、各法域の判断に委ねられることが説明
された。 

 

(2) ESRS 及び ISSB 基準の相互運用可能性に関するアップデート 

本セッションでは、ISSB の Sue Lloyd 氏、及び EFRAG の Chiara Del Prete 氏が登壇し、
欧州サステナビリティ報告基準（ESRS）及び ISSB 基準の相互運用可能性の取組みについて、
説明が行われた。 



国際関連情報  

  

8 

 

Sue Lloyd 氏からは、相互運用可能性ガイダンスの必要性がなくなるような ESRS と ISSB 基
準との関係性の深化に向けて議論を続けていることが紹介された。議論において、ESRS に基づく開
示の中で ISSB 基準に基づく情報が明確に識別され、不明瞭にならないようにできるような方法の
案を模索していることなどが説明された。 

次に、Chiara Del Prete 氏より、簡素化された ESRS 及び第三国基準（NESRS）の開発
動向について説明がなされた。また、ESRS と ISSB 基準には重複する部分が非常に多く、相互運
用可能性が高まっている一方、ISSB 基準を起点として、これに調整を加えることで ESRS に対応
するという考え方は、インパクトからリスク及び機会までを包括的に開示することを目的としているダブ
ル・マテリアリティの考え方と矛盾し得るとする認識も示された。 

(3) コネクティビティに関するリサーチ結果 

本セッションでは、AASB の Keith Kendall 氏の進行のもと、DRSC の George Lanfermann
氏及び EFRAG の Sébastien Harushimana 氏が登壇し、財務報告とサステナビリティ報告との
間のコネクティビティに関するそれぞれのリサーチ結果について説明された。 
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George Lanfermann 氏より、昨年 11 月に DRSC が公表したコネクティビティに関する意見
書の内容が紹介され、サステナビリティに関連するリスク及び機会は政治的文脈に関係なく存在する
点や、コネクティビティはこれまで大きく分離していた財務報告とサステナビリティ報告の領域からの情
報を結びつけることなどによって付加価値を創出する点を含む要点が説明された。 

Sébastien Harushimana 氏より、昨年 12 月に EFRAG が公表したコネクティビティに関する
ディスカッション・ペーパーの内容が紹介され、財務諸表の範囲を明確化すべき領域が存在する点や、
利用者は予想される財務的影響を重視している点を含む要点が説明された。 

最後に質疑が行われ、出席者から、IFRS 財団においては財務諸表とサステナビリティ情報との関
係についてのみ「コネクティビティ」という用語を使っているものの、EFRAG のディスカッション・ペーパー
では「コネクティビティ」が財務諸表とサステナビリティ情報とのつながり以外についても使われているため、
用語の使用を統一することが重要であるとの見解が示された。また、出席者から、財務諸表外への
参照を行う際、財務諸表と財務諸表外の情報における監査の有無の違いをどのように考えるかに
関する質問が行われ、Sébastien Harushimana 氏より、利害関係者から提起されている検討
すべき課題である点が説明された。 

(4) 会計基準適用による影響評価及び資本コスト低減 

本セッションでは、AcSB の Katharine Christopoulos 氏がモデレーターを務め、基準設定主
体の観点から会計基準を適用することの影響評価及び資本コストの低減に関する議論が行われた。 

川西 ASBJ 委員長兼 SSBJ 委員長からは、我が国の資本市場に関する制度の枠組みを紹介
したうえで、グローバルな投資家が我が国の資本市場に信頼をもって投資できるようにすることが最も
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重要な課題であり、この観点から我が国の会計基準及びサステナビリティ開示基準を国際的に整合
性のあるものとすることの重要性について説明がなされた。また、国際的な整合性という制約のもとで
資本コストを最小限に抑える観点から、国際的な基準における影響分析や周辺諸制度との関係な
どが我が国の基準開発における考慮要素であることが述べられた。 

 

FASB の Sue Cosper 氏からは、FASB における便益とコストの評価に関する基本方針、主要
な考慮要素及び評価プロセスについて説明がなされた。 

UKEB の Seema Jamil-O’Neill 氏からは、UKEB の位置付けや役割について紹介したうえで、
UKEBにおける便益とコストの評価アプローチ、直接的なコストの評価、利用者における直接的な便
益の評価、資本コストの影響の見積り及び間接的な便益がどのように提供されるかについて説明が
なされた。 

プレゼンテーションの後、本セッション参加者との質疑が行われた。主に次の点について質問が挙げ
られ、プレゼンターより回答が行われた。 

 システム変更のコストをどのように評価するか。 

 AI やテクノロジーの進展の影響をどの程度考慮しているか。 

 適用後レビューを通じて識別された教訓（すなわち、影響分析が予想どおりにならなかったと
いう経験）が、今後の分析にどのように活用されるのか。 

4. 次回の予定 

次回の IFASS 会議は、2026 年 9 月に英国のロンドンで開催される予定である。 
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また、次々回の会議は、2027 年 4 月に、公益財団法人財務会計基準機構（FASF）、ASBJ 及
び SSBJ が共同で、日本の東京に招致する予定であることも発表された。 

 

以 上 


